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デ
ザ
イ
ン
を
大
幅
に
変
え
て
お
り

ま
す
が
、「
見
た
目
」
の
改
善
の
み

で
は
な
く
、「
必
要
な
情
報
を
必
要

な
時
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
訪
問
者

の
使
い
や
す
さ
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
二
大

事
業
で
あ
る「
技
能
実
習
生
事
業
」、

お
よ
び
「
日
本
語
教
師
派
遣
事
業
」

　

3
月
22
日
金
曜
日
、
13
時
30
分

よ
り
、当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、

第
4
回
評
議
員
会
を
開
催
し
ま

す
。
議
題
は
以
下
の
通
り
で
す
。

⑴ 

２
０
１
２
年
度
事
業
報
告

⑵ 

２
０
１
３
年
度
事
業
計
画（
案
）

⑶ 

２
０
１
３
年
度
予
算
（
案
）

⑷ 

「
理
事
」
の
交
代
選
任

⑸ 

「
監
事
」
の
交
代
選
任

⑹ 

「
評
議
員
」
の
交
代
選
任

⑺ 

そ
の
他

　

な
お
、
当
日
10
時
00
分
よ
り
、

第
7
回
理
事
会
も
開
催
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
各
位
は
も
と
よ
り
、
関
係

団
体
・
組
織
の
皆
様
に
は
、
日
頃

当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
格
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
変
厳
し
い
一
年
で
し

た
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
の
下
、

各
種
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
７
月
は
新
し
い
執
行

体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
10
月
に

は
、
事
務
所
を
財
団
法
人
日
本
教

育
会
館
に
移
転
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
新
し
い
体
制
、
新
し
い

拠
点
の
も
と
、
今
年
も
精
一
杯
頑

張
る
決
意
を
固
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

昨
年
は
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る

日
中
間
の
対
立
で
友
好
関
係
が
大

き
く
後
退
し
ま
し
た
。
日
中
政
府

間
の
交
渉
に
よ
る
一
日
も
早
い
解

決
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。「
戦

略
的
互
恵
関
係
の
構
築
」
は
、
両

国
民
に
と
っ
て
大
変
大
事
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
、
当
セ

ン
タ
ー
設
立
以
来
、
今
日
ま
で
築

い
て
き
た
中
国
関
係
機
関
と
の
連

携
を
更
に
強
固
な
も
の
と
し
、
日

中
両
国
間
の
友
好
関
係
増
進
に
積

極
的
に
寄
与
す
る
所
存
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
中
国
国
家
外

国
専
家
局
よ
り
「
国
際
人
材
交
流

サ
ー
ビ
ス
国
外
機
構
資
格
証
書
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
３

事
業
に
加
え
、
今
年
は
新
た
な
事

業
も
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

事
業
の
拡
大
に
伴
い
、
様
々
な
困

難
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
皆
様
と

共
に
27
年
目
に
入
っ
た
日
中
技
能

者
交
流
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
役
職
員
一
同
、
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
邁
進
す
る

所
存
で
す
の
で
、
今
年
も
相
変
わ

ら
ず
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
2
月
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
す
。
こ
の
度
の
改
定
の
為

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
し
た

広
報
委
員
会
に
て
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
ご
覧
い

た
だ
い
て
い
る
掲
載
写
真
の
様
に
、

第
４
回

評
議
員
会
を

開
催
し
ま
す
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は
、
多
く
の
方
が
関
心
を
お
持
ち

で
す
の
で
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
以
後
も
、
訪
問
者
の
皆
様
の
ご

意
見
な
ど
を
取
り
入
れ
、
改
良
を

続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
既
に
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー

ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
始
め
て
い

る
、＂
最
新
の
中
国
社
会
・
経
済

情
報
レ
ポ
ー
ト
＂
や
＂
日
本
語
教

育
事
情
＂
の
掲
載
を
、
新
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
も
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
新
企
画
を
検
討
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
、
訪

問
者
の
皆
様
が
求
め
る
も
の
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
皆
様
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｈ
Ｐ
の
ア
ド
レ
ス

（http://w
w

w
.jcsec.or.jp/

）

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

第
182
期　

12
月
４
日
～
２
０
１
３

年
１
月
８
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
５
名

第
183
期　

12
月
10
日
～
２
０
１
３

年
１
月
18
日

　

教
師
４
名　

実
習
生
48
名

第
184
期　

２
０
１
３
年
１
月
８
日

～
２
月
７
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
10
名

★
四
国
研
修
所

第
38
期　

11
月
25
日
～
12
月
25
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
15
名

あけまして　おめでとうございます
本年も よろしくお願い申し上げます

役職員一同

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
人
見
　
一
夫

■
中
国
本
邦
外
講
習

★
国
際
交
流
服
務
中
心
・
濰
坊
研

修
所

12
月
５
日
～
２
０
１
３
年
２
月

４
日

　

教
師
１
名　

実
習
生
17
名

２
０
１
３
年
１
月
10
日
～
３
月

12
日

　

教
師
1
名　

実
習
生
14
名

★
中
国
職
工
対
外
交
流
中
心
・
即

墨
研
修
所

12
月
19
日
～
２
０
１
３
年
２
月

27
日

　

教
師
１
名　

実
習
生
29
名

■
国
内
集
合
講
習

★
岐
阜
研
修
所

第
181
期　

11
月
20
日
～
12
月
19
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
10
名

研
修
所
事
前
講
習

日本の交通ルールは複雑！
～交通安全指導を受けました～

　四国研修所にて事前講習を受けて
いる、四国37期（上野容子所長、上
原和子先生）実習生14名に対する講
習の一環として、10月30日、交通安
全・防犯講話が行われました。
　当日は、研修所内にて30分ほどの
講義後、研修所から徒歩10分程度の
交差点にて、観音寺警察署員3名、

警官1名の指導の下、実地に交通ルールの指導を受けました。日本
の交通ルールの複雑さや、左歩行の中国とは逆側の歩行に頭を悩
ませつつも、道幅の狭い場所での一列歩行の重要さを学んだり、
安全な自転車走行における道路標識確認の大切さを実技指導で身
に着けていました。通訳を介してのやや難しい講話でしたが、日
本の警察官は親切で真面目だという印象を受けたとのことです。

































































































大きく変わります！！
センターホームページ





























研修所だより
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２
０
１
２
年
11
月
８
︱
14
日
、

第
18
回
中
国
共
産
党
大
会
が
開
催

さ
れ
、
胡
錦
濤
総
書
記
は
８
日
、

最
後
の
政
治
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
開
催
さ
れ
た

党
１
中
全
会
は
、
新
し
い
指
導
部

を
選
出
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
大

会
報
告
の
印
象
を
何
点
か
述
べ
て

み
た
い
。

　

第
１
に
、
科
学
的
発
展
観
が
、

マ
ル
ク
ス=

レ
ー
ニ
ン
主
義
・
毛

沢
東
思
想
・
鄧
小
平
理
論
・「
３
つ

の
代
表
」
重
要
思
想
と
と
も
に
、

党
が
長
期
に
堅
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
指
導
思
想
と
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
、
鄧
小
平
理
論
・「
３
つ
の

代
表
」・
科
学
的
発
展
観
は
、「
中

国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
と
し

て
一
括
さ
れ
、
こ
れ
こ
そ
が
中
国

の
発
展
・
進
歩
の
根
本
的
な
方
向

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

科
学
的
発
展
と
は
、
①
経
済
社

会
の
発
展
を
推
進
し
、
②
人
間
本

位
を
中
核
と
し
、
③
全
面
性
・
協

調
性
・
持
続
可
能
性
を
有
し
、
④

都
市
・
農
村
の
発
展
、
経
済
・
社

会
の
発
展
、
人
と
自
然
の
調
和
の

と
れ
た
発
展
、
国
内
発
展
と
対
外

開
放
を
統
一
的
に
企
画
し
、
各
方

面
を
併
せ
考
慮
す
る
よ
う
な
発
展

で
あ
る
。

　

第
２
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
建

設
・
政
治
建
設
・
文
化
建
設
・
社

会
建
設
に
、
新
た
に
「
生
態
文
明

建
設
」
が
追
加
さ
れ
た
。
生
態
文

明
建
設
で
は
、
資
源
節
約
と
環
境

保
護
が
基
本
国
策
と
さ
れ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
水
・
土
地
の
消
耗
程
度

を
大
幅
に
引
き
下
げ
、
利
用
効
率
・

効
果
を
高
め
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
こ
の
部
分
で
「
海

洋
強
国
の
建
設
」
が
う
た
わ
れ
て

い
る
。

　

第
３
に
、
中
国
の
特
色
あ
る
社

会
主
義
の
道
と
し
て
、「
人
間
の
全

面
的
発
展
を
促
進
し
、
全
人
民
の

共
同
富
裕
を
段
階
的
に
実
現
し
、

富
強
・
民
主
的
・
文
明
的
で
調
和

の
と
れ
た
社
会
主
義
現
代
国
家
を

建
設
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
次
期
指
導
部
の
課
題

は
も
は
や「
先
富
政
策
」で
は
な
く
、

「
共
同
富
裕
政
策
」
で
あ
る
こ
と
が

明
確
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
報
告
で
は
、
個
人
所

得
の
増
加
を
重
視
し
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
住
民
１
人
当
り
平
均
所

得
を
２
０
１
０
年
比
で
倍
増
す
る

と
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
た
め

に
は
大
胆
な
所
得
分
配
制
度
改
革

が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

第
４
に
、
経
済
発
展
方
式
の
転

換
と
は
、
経
済
発
展
が
、
①
消
費

需
要
、
②
現
代
サ
ー
ビ
ス
業
・
戦

略
的
新
興
産
業
、
③
科
学
技
術
の

進
歩
・
労
働
者
の
素
質
の
向
上
・

管
理
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
④
資

源
節
約
・
循
環
型
経
済
、
⑤
都
市
・

農
村
と
地
域
の
発
展
の
協
調
・
相

互
作
用
に
更
に
多
く
依
存
す
る
こ

と
で
あ
る
と
し
、
従
来
の
「
３
つ

の
転
換
」（
①
か
ら
③
ま
で
）
か
ら
、

よ
り
内
容
を
豊
富
に
し
て
い
る
。

　

第
５
に
、
小
康
社
会
を
全
面
的

に
実
現
す
る
に
は
、「
時
機
を
失
さ

ず
重
要
分
野
の
改
革
を
深
化
さ
せ
、

科
学
的
発
展
を
妨
害
す
る
全
て
の

思
想
観
念
と
体
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

弊
害
を
断
固
と
し
て
除
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
改
革
は
最
後
の
岩
盤
に

ぶ
つ
か
っ
て
お
り
、
既
得
権
益
層

の
激
し
い
抵
抗
に
遭
い
停
滞
し
て

い
る
。
次
期
指
導
部
で
改
革
が
進

ま
な
け
れ
ば
、
中
国
経
済
は
「
中

等
所
得
の
罠
」
に
陥
っ
て
し
ま
う

と
の
危
機
感
が
背
後
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
今
回
決
ま
っ
た
政
治

局
常
務
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
、
む
し

ろ
既
得
権
益
層
の
代
表
が
多
く
、

改
革
が
大
胆
に
進
む
か
ど
う
か
は

疑
問
で
あ
る
。
特
に
問
題
な
の
は
、

報
告
の
中
で
「
国
有
経
済
の
活
力
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
・
影
響
力
を
不

断
に
増
強
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
と
し
た
大
型
景
気
対
策

に
よ
り
、
国
有
企
業
に
大
量
の
資

金
が
流
れ
、「
国
進
民
退
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
情
況
が
出
現
し
、
国

有
企
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の
再

編
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

国
有
独
占
企
業
の
弊
害
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
報
告
で
は
、

国
有
企
業
改
革
を
更
に
力
強
く
推

し
進
め
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
な

い
。
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

２
０
１
３
年
秋
の
党
3
中
全
会
に

向
け
て
、
習
近
平
指
導
部
が
大
胆

な
プ
ラ
ン
を
打
ち
出
せ
る
か
ど
う

か
が
、
１
つ
の
試
金
石
と
な
ろ
う
。

第
18
回
中
国
共
産
党
大
会
報
告
の
印
象

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
中
産
学
官
交
流
機
構

特
別
研
究
員
　
田 

中
　
修

チ
ャ
イ
ナ
レ
ポ
ー
ト
　China R

eport

2

田
中
　
修
（
た
な
か 

お
さ
む
）　

１
９
５
８
年
東
京
に
生
ま
れ
る
。
１
９
８
２
年
東
京
大
学
法

学
部
卒
業
、
大
蔵
省
入
省
。『
２
０
１
１
～
２
０
１
５
年
の
中
国
経
済
―
第
12
次
5
ヵ
年
計
画
を

読
む
―
』（
蒼
蒼
社
）、『
検
証　

現
代
中
国
の
経
済
政
策
決
定
―
近
づ
く
改
革
開
放
路
線
の
臨
界

点
―
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
２
０
０
８
年
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞
特
別
賞
受
賞
）、『
中
国
第

10
次
5
ヵ
年
計
画
―
中
国
経
済
を
ど
う
読
む
か
？
―
』（
蒼
蒼
社
）、『
中
国
は
、
い
ま
』（
共
著
、

岩
波
新
書
）、『
国
際
金
融
危
機
後
の
中
国
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　技能実習生や働く外国人は、「病
状が伝えられない、何を注意され
ているか分からない、叱られた時
に説明できない、ホームシックに
なっても相談できない」などのス
トレスを常に抱えています。また

「指示が伝わらない、報連相が十
分に行われない」など、企業内コ
ミュニケーション不足は、トラブ
ルやミス、仕事の能率低下を招き
ますから、日本語力アップは、学
習者、企業双方にとって大きな課
題です。
　日本語上達の秘訣は、職場や日
常生活の中で、実際に本物のコ
ミュケーションを数多く重ねるこ
とですが、コミュニケーションは
文法や読解のように独習できませ
んし、限られた時間数の教室授業
だけでは足りません。そこで、教
室外の環境も積極的に活用し、周
りの日本人を巻き込んでいくこと
が必要になります。間違いを恐れ
ず自分から積極的に話しかけ、周
りを巻き込める学習者もいます
が、相手の日本人が嫌そうな顔を
したら、二度と話しかけられない
という学習者も少なくないでしょ
う。日本人も外国人に配慮した話
し方で、上手に会話をリードして
くれる人ばかりとは限りませんか
ら、コミュニケーションを続けて
いくためには、学習者の方からも、

周囲が「（外国人と）話し続けたい、
また話したい」と思うような日本
語で働きかけることが重要なので
す。つまり日本語教師には「学習
者が周囲と良好な人間関係を築く
ための日本語指導」という視点も
求められるということです。
　一般的に日本人は、外国人の助
詞の間違いや、たどたどしい日本
語は許せても、態度や礼儀、マナー
が悪いのには甘くない人が多いの
ではないでしょうか。言葉は間違
えても意味が伝わればいいのです
が、こうしたもので感情を害すと、
その後の人間関係に影響してしま
います。コミュニケーション成功
の鍵は、「感じが良く好感がもて
る」こと。これに成功できれば、
シャイな外国人でも話しかける勇
気が続きます。
　TPOに合わせた挨拶、適切な
ことば使い、礼を述べる、謝罪す
るなど、周りの人間と上手くつき
合うための日本語は、言葉だけを
学ぶのではありません。「相手と
の距離の取り方、声のかけ方やタ
イミング、表情、身振り、お辞儀
の角度（軽い会釈から深いお詫び
まで様々）や頭を起こすタイミン
グ」など、非言語を含め総合的に
学びます。これらの学習には、お
互いに観察しながら話し合う、自
国のジェスチャーと比べるなどの

活動ができますし、悪い言葉使い
やマナーなどは、（学習者ではな
く）教師が演技してみせ、学習
者の気づきを促すといいと思いま
す。また、個々の表現だけでなく
談話形式でも学びます。分からな
い言葉一つ聞くのでも、いきなり

「これは何ですか」ではなく、「す
みません、ちょっといいですか」
などの切り出しから始まり、最後
は「ありがとうございました」と
お礼で会話が終わる流れを、動作
なども含めて練習します。自明の
ようですが、これらは互いの文化
を尊重し、文化的な違いを理解し
た上での練習だということです。
なぜ頭を下げるのか、なぜ悪くな
いのに謝らなければならないのか
といった疑問の解消や、地域の習
慣や職場のルールを納得して守っ
ていくためにも大切だと思います。
挨拶を交わす関係になったら、天
気、体調、近況、ニュースなどの
話題で、もう少し会話を発展させ
ます。「おかげさまで。」「せっか
くですが。」など、人間関係をほ
ぐす便利な言葉が使えるようにな
るといいですね。
　（外国人従業員は）いつも仲間
同士で話しているという日本人の

不満も聞かれますが、昼食や休憩
時に、日本人と雑談できるように
なりたいという外国人は多いので
す。面白いテレビ番組や買い物情
報を教えてもらったり、日頃の買
い物や飲み会に誘ってもらった
り、朝会、社内のスポーツ大会や
小旅行、地域の活動や文化交流に
参加したりと、行動が発展すれば
するほど、コミュニケーション力
もつき、生活も充実します。周り
を巻き込める学習者を育て、教室
外の世界へ学習者の背中をそっと
押してあげるのも、日本語教師の
役割ではないでしょうか。
───────＊＊───────
　当協会では現場のニーズに合わせ、
技能実習生や働く外国人のためのテキ
スト『あたらしいじっせんにほんご』
を開発しました。各国語翻訳、れんしゅ
うちょう、かなワークブックなど、副
教材も充実しています。詳細は、当協
会ＨＰ（http://www.ajalt.org）を
ご覧ください。

『あたらしいじっせん日本語』
　（財）国際研修協力機構<JITCO>監修
　2,520円（本体2,400円）
■翻訳各国語版（英語版、中国語版、インドネ
シア語版、ベトナム語版）
　各1,575円（本体1,500円）
■補助教材
『かなワークブック』    525円（本体   500円）
『れんしゅうちょう』  1,575円（本体1,500円）

技能実習生や働く外国人に対する日本語指導を考える
〈その２〉～周囲を巻き込むコミュニケーション力をつける～
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